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東 南 ア ジ ア研 究
著者は,ビルマプロパーの専門家ではないが,現地
にも滞在した経験をもち,資料の選択のしかたをみて
も, すぐれた モノグラファーで あることが 知られよ




















































6の Rojoは,イスラム法にもとづ く,待 婚 期 間
(iddah)内における離婚とりけLを扱っている｡
7の Discussionでは,イスラム教徒の離婚をとり
まく若干の問題が論議されるが,最も興味深いのは,
1959年以降の離婚率のきわめて顕著な低下である.
Djamourは,この理由として,次の5つを挙げている｡
(1) イスラム法廷における調停-の努力｡
(2) 夫妻の同意のない離婚が認められにくくなったこ
と｡
(3) 寡婦や離別した女にとって,妻のある男を離婚さ
せて,自分と結婚させることが困難になったので,
主な努力を,拘束されていない男にむけるようにな
ったこと｡
(4) 以前は,シンガポールの Kathiが,女性からの
離婚請求を容易に認める傾向があったので,マラヤ
から女達がやって来たといわれること｡
(5) 以前においては,夫が貧乏になったり,失業した
場合,妻の離婚請求がおこり易かったが, 現在で
は,社会扶助制度の発達により,このようなケース
が少なくなったこと｡
これらの理由の多 くは,いうまでもなく,シンガポ
ールのイスラム法廷の機能の変化に伴うものである｡
以上のように,本書は,理論的にはみるべきものが
余りないとしても,変動期にあるイスラム教徒の離婚
を扱った具体的な資料として,きわめて重要である｡
(坪内 良博)
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